
来
月
７
ｏ８
日

中
学
生
に
よ
る
硬
式
野
球

の
第
３
回
全
日
本
少
年
阿
南

大
会
が
５
月
７
、
８
の
両

日
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
を
中
心
に
開
か
れ
る
。

大
阪
や
兵
庫
な
ど
■
府
４
県

の
■
チ
ー
ム
と
徳
島
県
勢
４

チ
ト
ム
の
計
１５
チ
ー
ム
が
参

加
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

組
み
合
わ
せ
は

〈
別
表
〉

の
通
り
。

（表
中
＝
丸
数
字

は
試
合
日
、
洋
数
字
は
試
合

開
始
予
定
時
刻
、
ア
は
ア
グ

リ
あ
な
ん
、工
は
阿
南
工
高
、

新
は
新
野
高
、
蛇
は
蛇
王
の

各
球
場
）

全 日本少年硬式野球阿南大会組み合わせ

県内外 15チァム

県南で熱戦展開
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徳
島
阿
南
Ｖ

全
日
本
少
年
硬
式

野
球

阿
南

大
会

硬
式
野
球
の
第
３
回
全
日

本
少
年
阿
南
大
会
最
終
日
は

８
日
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
で
準
決
勝
、
決
勝
が

あ

っ
た
。
決
勝
は
徳
島
阿
南

シ
テ
ィ
ホ
ー
プ
が
１１
１
０
で

赤
磐
ベ
ー
ス
ボ
ト
ル
ク
ラ
ブ

（
岡
山
）
を
下
し
、
初
優
勝

し
た
。

◇
徳
島
塁
思
い

▽
準
決
勝

朕
協
図
一

大
阪
狭
山

ヤ
ン
グ

（六
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

○

係

光

興

さ

甲

ル

崎
▽
本
塁
打
＝
福
島
（徳
）
▽
三
塁
打

＝
松
本
、
林
六
大
）
▽
二
塁
打
＝
後

藤
、
福
島
（徳
）　
　
　
　
　
一

▽
決
勝沐準^００‐】一。（‐”̈一）一“・

徳
島
阿
南
シ
テ
ィ
ホ
ト
プ

余
）
聖
厖
，―
、鰐
行
）
奉
丸

岡
▽
三
塁
打
＝
砂
子
彪
（赤
）
▽
二
塁

打
＝
池
田
（赤
）
杉
本
（徳
）
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準
決
勝
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閻

閻
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全
日
本
少
年
阿
南
大
会

中
学
生
に
よ
る
硬
式
野
球

の
第
３
回
全
日
本
少
年
阿
南

大
会
は
７
日
、
県
内
４
チ
ー

ム
を
含
む
１５
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
開
幕
し
た
。
ア
グ
リ
あ

な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
準

々
決
勝
ま
で
の
Ｈ
試
合
が
あ

り
、
徳
島
阿
南
シ
テ
ィ
ホ
ー

プ
、
大
阪
狭
山
ヤ
ン
グ
、
赤

磐
ベ
ト
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
そ
れ
ぞ
れ
準
決
勝
に
勝

ち
進
ん
だ
。
決
勝
は
８
日
１４

時
２０
分
か
ら
、
ア
グ
リ
あ
な

ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

る
。▽

■
回
戦

徳
島
阿
南
シ
テ
ィ
ホ
「

プ
９
１
■
球
道
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
、
美
作
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ
Ｈ
上
３

三
田
ヤ
ン
グ
、
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ク
ス

・２
１
■
鳴
門
べ
＝
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

大
阪
狭
山
ヤ
ン
グ
ー０
１
７
徳
島
ブ
ル
ー

ス
カ
イ
、
北
摂
ス
テ
ィ
ン
グ
８
１
３
全

播
磨
硬
式
野
球
団
、
赤
磐
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
５
１
４
生
光
学
園
中
学
校
、

高
松
レ
イ
ダ
ー
ス
２
１
■
和
歌
山
ビ
ク

ト
リ
ー
ズ
▽
準
々
決
勝
　
徳
島
阿
南
シ

テ
ィ
ホ
ト
プ
４
１
３
美
作
ス
ト
パ
ー
ス

タ
ー
ズ
、
大
阪
狭
山
ヤ
ン
グ
９
１
８
ア

イ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ク
ス
、
赤
磐
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
８
１
０
北
摂
ス
テ
ィ
ン

グ
い
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
６

１
■
高
松
レ
イ
ダ
ー
ス


